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                                              竹信 美知子さん 

                                                               (備中県民局畜産第１班) 

 

  今回は、笠岡湾干拓地で酪農経営を営む竹信

牧場の竹信美知子さんを紹介します。 

 

１  ご主人との出会い 

 昭和４０年代に、地元広島で農協にお勤めし

ていた美知子さんは、農協に足を運ぶご主人の

竹信博巳さんと知り合い、意気投合してめでた

くゴールインしたそうです。 

 当時のご夫妻の目標は、と尋ねると「とにか

く、牛を増やしていくことでした。」と語る美

知子さん。現在の成功に至ったご夫婦の酪農へ

の思いが伝わってきました。 

 

２ 笠岡湾干拓地への入植 

 広島でほぼ結婚と同時に４頭から始めた酪農

経営は徐々に規模拡大され、最終的に８０頭規

模まで拡大していきました。 

 しかし、他の地域と同様で、近隣の宅地化や

牧草地の下流にダムができるなど、環境問題へ

の懸念から慣れ親しんできた広島の地をあとに

して、平成６年に笠岡湾干拓地へ入植を決意し

たそうです。 

 「広島からは、隣の農場の藤原さんと同時に

干拓へ移ってきたので寂しくはなかったし、干

拓の皆さんからも声をかけていただいた。」と

当時のことを思い出されていました。 

３ 酪農経営の現状 

 

 現在では、干拓で成牛約２９０頭、育成牛約

１１０頭を飼育するまでに拡大されています。

役割分担としては、ご主人の博巳さんは舵取り

を行う社長役、息子さんは経営をやりくりする

若専務、若奥さんは会計担当、そして、美知子

さんは牛の哺育・育成を担当して日々従業員と

ともに牛の管理に当たっています。美知子さん

は、あまり表には出てこないながらもバックか

ら家族経営を支えてこられた様子が伺えまし

た。 

４ 将来の夢 

 ここ干拓地に来てからは、飼料作物の生産を

積極的に取り入れた土地利用型酪農経営へと発

展してきた竹信さん一家です。今では県下でも

有数の優良経営の農家として知られるまでにい

たりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹信美知子さんと愛牛たち 

 

 そんな美知子さんに将来について尋ねると、

はっきりと「今を大事に、このまま経営が順調

にいってもらえれば、それで十分。」と堅実な

部分をのぞかせていました。 

  最後に、息子さん夫妻には、「自分たちのや

り方で、この経営を継続していってもらえれば、

それでいい。がんばってもらいたい。」と息子

さんに期待を託されていました。 

               

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹信牧場全景 


